
 

１  
３月２６日、大分市民の１年間の予算を決める市議会は

閉会しました。党議員団は、国政の重要課題、市民から

寄せられた切実な要求実現を迫りました。私の一般質問

要旨を紹介します 

 

福間議員―１月１７日、広島高裁は、四国電力伊方原発

３号機について、原発近くの活断層調査が不十分であり、

火山噴火の影響も過小な見積りと認定し「運転してはな

らない」とする決定を出した。広島高裁での伊方原発３

号機の運転差し止めの司法判断の評価、中央構造線断層

帯についての認識。伊方原発で相次ぐ事故原因の究明と

再発防止策。などついて見解を求めた。 

総務部長―「裁判の評価については係争中であり答弁を

差し控える。昨日四国電力の連続発生したトラブルの原

因と対策」報告書が提出された。四国電力に安全対策に

万全を期してもらいたい」との答弁。 

 

福間議員―３ケ所で開催した風力発電を考える集いで出

された①計画では２社で２６基の風力発電の設置は、隣接

した民家との距離はどの程度か。②(仮称）大分・臼杵ウイ

ンドファーム計画は、一部住民の同意が得られず計画変更

と聞いているが、本市への情報提供は。 

              環境部長―「（仮称）大 

分・臼杵ウインドファー

ムでは風力発電施設から

一番近い民家までの距離

は大志生木地区で約８０

０ｍ、１尺屋地区で約１

㎞。当初予定の２０００ 

ＫＷの風車の 

 

ｋｗの風車の調達が困難になったため、３２００ｋｗまた 

３６００ＫＷの風車とし、風車の数を１３基から８基に変

更する予定と聞いている。」と答弁。 

 

 その他福間議員は、❶大

分市としても確認書を無視

した米軍の日出生台での軍

事演習に、防衛省を始め関

係機関に抗議の声を上げて

いくこと。 

❷日米貿易協定による大分

市農業への影響と被害を受ける畜産農家などへの影響緩

和対策について。❸食料・農業・農村基本計画の見直し

にあたっては、中小の家族農業への支援を強めること。

過疎化がすすむ中山間地域の維持・振興に特別な力を注

ぐこと。食の安全や環境に配慮した持続可能な農業を目

指すことを、計画に太く盛り込むよう要求すること。 

❹子育て支援として、待機児童解消と学習支援が必要な

子どもたちへの対応についても質問しました。 

 

( ) 

              志生木ダムの上流に位置

する右斜面には、山を削

り取り、太陽光パネルが

張り廻られていました。 

               集中豪雨などの際、土 

砂崩れなどの災害の危険 

性を痛感しました。ダムの下には大志生木地区の集落があ

ります。今後環境・防災面からの調査をすすめていきます。 

 

議会中でしたが、障害年金申請、生活保護申請、税の申

告手続き、子どもの奨学資金、不動産の売却について、公

営住宅の住み替えなど、の相談に対応しました。 
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